
「健康ウォーキング＆とんど祭り」 

２０２５年度（令和７年度）地域まちづくり推進事業報告書 

坪生学区まちづくり推進委員会 委員長 小出 純二 

  (問合せ先) ０８４－９４７－２４１１（坪生交流館） 

事業内容 

（１）ふれあい事業（開催場所：坪生小学校） 

・坪生ふれあい夏まつり（８月９日 約３，５００人） 

・つぼうふれ愛フェスティバル（１０月２６日 約７００人） 

・健康ウォーキング＆とんど祭り（１月１１日 約２５０人） 

・紙ヒコーキ製作教室（２月１１日 約１００人） 

（２）総務関連事業 つぼうまちづくり便り（年６回）カラー刷り回覧４００枚、ホームページ・LINEの作成

と更新作業。坪生アンバサダーの育成と研修。 

（３）地域安全対策事業 登下校見守りボランティア（通年／３０人）、交通安全パトロール（延べ５０人）、

篠坂スマートインター・笠岡工業団地（仮）着工に伴い、坪生小学校通学路検討委員会の継続。交通安

全教室の実施。 

（４）福祉関連事業 生活支援事業「坪生きずな隊」高齢者世帯の庭木の手入れ、辻ノ池広場清掃作業等２２

件対応。つぼうふれ愛フェスティバル内において、敬老者を祝う会の開催 

（５）環境衛生推進事業 廃油回収年４回、環境美化活動（年６回、県道７６号線路肩、交差点植樹活動） 

東朋中学校・東朋中学校 PTA合同美化活動の実施（年２回）、福山市環境関連施設見学会（６月１２日 

４５人） 

（６）自主防災に関する事業 防災避難計画の作成の継続、地域防災リーダー育成と行事ごとの要請。防災セ 

ンター施設研修（６月２６日 ４５人）、防災訓練（１１月２３日 坪生小学校 約４３０人） 

（７）コミュニティ育成事業（通年２２町内会）各町内会にて清掃活動、ゴミステーションの補修・充実 

（８）まちづくり推進委員会運営事業 運営のための連携会議の実施 各種団体情報交換会議（年２回） 

事業運営会議（本部役員会１２回） 

成 果 

既存の行事は内容を一新または改善することが出来た。また、ＡＩを活用した広報や坪生アンバサダーの育成

など役員の負担軽減を図る新しい活動も行うことができ、地域の活性化に取り組んだ。 

課 題 

地域活動の活性化に一定の成果はあったものの、依然として役員の担い手不足は大きな課題のひとつである。、

役員の負担軽減のため、いかにまちづくり事業に魅力を感じてもらい、みんなで作り上げていくかが引き続き

の課題である。 

課題解決にむけて 

一つ一つの行事の見直し、必要性やさらなる改善を検討するとともに、各種団体との連携の強化によって「み

んなで作りあげていく」「みんなが参加しやすい」体制に向けて今後も取り組んでいく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 デジタルをとりいれ効率化！まちづくり広報活動 
 

坪生学区内のさまざまな情報をいち早くお届けするために２０２２年に運用開始した

「坪生まちづくり LINE 公式アカウント」は担い手不足や運用方法に課題を残しつつ、少

人数で情報発信業務を担当しています。 

今後、役員の負担軽減と活動の継続に繋げていくため、文章作成や情報発信が苦手な人

でも簡単に案内文を作成できる生成 AIを活用した広報活動を今年度から進めています。 

まちづくり広報部会員６人を対象に４月２６

日に生成 AIについての勉強会を実施しました。 

AI を安心安全に使うため注意すべきことを共

有したり、指示の仕方（プロンプト）を学び、実

際に ChatGPT を使用した「まちづくり便り」や

「公式 LINE」の案内文の作成方法を部会員で共

有しました。 

 

←こちらの資料も生成AI

を使い、部会員が作成

しています！ 

 特別な技術がなくても

簡単に文章が作成でき

ました。 

今年度、新たに坪生アンバサダー募集の取り組みも…！ 

 

今後広報活動の担い手不足を解消するため、団体

やグループに所属している人が各々開催するイベ

ント紹介や案内・各種情報提供を気軽に公式 LINE

を活用し情報発信していく「坪生アンバサダー」の

運用を開始しました。 

現在、交通安全自治会さんや

防災士さんに参加いただき、

広報部会員と一緒に公式 LINE

を運用しています。 

つぼうまちづくり公式 LINE の運用について… 


